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Cisco Traffic Analyzer

Cisco Traffic Analyzer は、ファイバ チャネルおよび SCSI をサポートするように変更された network 
top（ntop）ソフトウェア バージョンです。

この章の内容は、次のとおりです。

• 「SPAN の概要」（P.9-1）

• 「Cisco Traffic Analyzer と Performance Manager の併用」（P.9-2）

• 「Cisco Traffic Analyzer のインストール」（P.9-3）

• 「Fabric Manager Web Server からの Traffic Analyzer へのアクセス」（P.9-5）

SPAN の概要
スイッチド ポート アナライザ（SPAN）機能は、Cisco MDS 9000 ファミリ スイッチ特有のものです。

ファイバ チャネル インターフェイスを通してネットワーク トラフィックを監視します。任意のファイ

バ チャネル インターフェイスを通るトラフィックは、SPAN 宛先ポート（SD ポート）という専用ポー

トに複製することができます。スイッチの任意のファイバ チャネル ポートを SD ポートとして設定で

きます。SD ポート モードに設定したインターフェイスは、標準データ トラフィックには使用できま

せん。ファイバ チャネル アナライザを SD ポートに接続して、SPAN トラフィックをモニタできます。

SD ポートはフレームを受信しません。SPAN 送信元トラフィックのコピーを送信するだけです。

SPAN 機能は他の機能に割り込むことなく、SPAN 送信元ポートのネットワーク トラフィックのスイッ

チングに影響しません（図 9-1 を参照）。

図 9-1 SPAN の送信 

SPAN 設定の詳細については、『Cisco MDS 9000 Family CLI Configuration Guide』を参照してくださ

い。
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Cisco Traffic Analyzer と Performance Manager の併用
Performance Manager は Cisco Traffic Analyzer と連携して、ファブリックのトラフィックのモニタリ

ングおよび管理を行います。Cisco Traffic Analyzer と Performance Manager を併用するには、次のコ

ンポーネントが必要です。

• ファイバ チャネル トラフィックを転送する設定済みのファイバ チャネル スイッチド ポート アナ

ライザ（SPAN）宛先（SD）ポート。

• ファイバ チャネル トラフィックをイーサネット トラフィックに変換する Port Analyzer Adapter 2
（PAA-2）。

• PAA-2 からのトラフィックを分析する Cisco Traffic Analyzer ソフトウェア。

（注） Traffic Analyzer と Performance Manager は別のサーバにインストールすることをお薦めします。

Traffic Analyzer は Linux サーバにインストールすることをお薦めします。

図 9-2 に、Performance Manager と Cisco Traffic Analyzer を連携させて、ファブリックのトラフィッ

クを監視する方法を示します。

図 9-2 Performance Manager と Cisco Traffic Analyzer の連携の概要

PAA-2 の概要

PAA-2 を使用すると、ファイバ チャネル トラフィックを効率的に、低コストで分析できます。このデ

バイスはスタンドアロンのファイバ チャネル /イーサネット アダプタです。主な設計目的は、Cisco 
MDS 9000 ファミリ スイッチのファイバ チャネル ポートから送信される SPAN トラフィックを分析す

ることです。PAA-2 の主要機能は、ファイバ チャネル フレームをイーサネット フレーム内にカプセル

化することです。これにより、既存のイーサネット インフラストラクチャを使用しながら、ファイバ 
チャネル トラフィックを低コストで分析できます。

PAA-2 では、さまざまなサイズのファイバ チャネル フレームを調べることができます。ネットワーク

を中断しなくても、レイヤ 2、3、および 4 のファイバ チャネル フレームを調べることができます。
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Cisco Traffic Analyzer の概要

Performance Manager は SNMP を使用して Cisco MDS 9000 ファミリ スイッチのカウンタにアクセス

し、ファイバ チャネル レベルのパフォーマンス統計情報を収集します。詳細な SCSI I/O 統計情報を表

示するには、Cisco PAA-2 を使用する Cisco Traffic Analyzer を利用して、SD ポート上でデータを検査

する必要があります。

Cisco Traffic Analyzer では、Web ブラウザ ユーザ インターフェイスを使用して SPAN のリアルタイ

ム分析またはキャプチャされたトラフィックの分析を実行できます。1 つ以上の Port Analyzer Adapter 
2 によってカプセル化されたトラフィックは、Cisco Traffic Analyzer が実行されているワークステー

ションを 1 台使用して同時に分析することができます。Cisco Traffic Analyzer は ntop をベースとした

パブリック ドメインのソフトウェアでシスコのファイバ チャネル トラフィック分析機能によって強化

されてます。

往復の応答時間、1 秒あたりの SCSI I/O、SCSI の読み取りまたはトラフィック スループットとフレー

ム カウント、SCSI セッション ステータス、および管理タスク情報が監視されます。ファイバ チャネ

ルのフレーム サイズやネットワーク管理プロトコルに関する統計も利用できます。

パフォーマンス分析およびトラブルシューティングをシームレスに行うために、Cisco Traffic Analyzer 
は Fabric Manager のコンテキスト内で起動できます。Port World Wide Name（pWWN）Fibre 
Channel ID（FC ID）、ファイバ チャネル エイリアス、および VSAN 名が Cisco Traffic Analyzer に渡

されます。

次の Web サイトから Cisco Traffic Analyzer をダウンロードして、個別にインストールする必要があり

ます。

http://www.cisco.com/kobayashi/sw-center/sw-stornet.shtml

Cisco Traffic Analyzer ソフトウェアは、Port Analyzer Adapter リンクから入手できます。「Cisco 
Traffic Analyzer のインストール」（P.9-3）を参照してください。

注意 データ切り捨てがイネーブルの場合に、元の Cisco Port Adapter Analyzer（PAA）と Cisco Traffic 
Analyzer を併用すると、ファイバ チャネル対応 Cisco Traffic Analyzer のスループット値が不正確

になります。正確な切り捨て結果を得るためには、PAA バージョン 2（製品 ID：DS-PAA_2）が必

要です。このバージョンを使用すると、実際に転送されたデータ バイト数を Cisco Traffic Analyzer 
が判別するためのカウントが追加されます。

（注） SPAN 宛先ポートの設定手順については、『Cisco MDS 9000 Family CLI Configuration Guide』を参照

してください。このポートを通して収集したデータと、mgmt0 ポートを通して Performance Manager 
が収集したデータが一致することが重要です。データが一致しない場合は、Performance Manager レ
ポートの詳細ページに、Traffic Analyzer リンクを経由する Cisco Traffic Analyzer 情報を表示できませ

ん。

Cisco Traffic Analyzer のインストール
UNIX ワークステーションに Cisco Traffic Analyzer をインストールする手順は、次のとおりです。
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ステップ 1 ブラウザを開き、次に示す Web サイトに進み、Cisco Traffic Analyzer を使用できる Web ページにア

クセスします。
http://cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/mds-fm

ステップ 2 fc-ntop.tar.gz をダウンロードし、次の Web サイトの説明に従ってインストールします。
http://www.ntop.org

ステップ 3 PAA-2 のファイバ チャネル ポートがスイッチの SD ポートに接続されているか確認します（図 9-2）。

ステップ 4 PAA-2 のイーサネット ポートが、Cisco Traffic Analyzer が稼働しているワークステーションに接続さ

れているか確認します。

ステップ 5 Device Manager で [Interfaces] > [SPAN] をクリックし、目的のスイッチ ポートに SPAN を設定しま

す。

ステップ 6 Device Manager で [Interfaces] > [SPAN] をクリックし、PAA-2 に接続されたファイバ チャネル ポー

トが SD ポートとして設定されているか確認します。宛先インターフェイスのポート モードを SD に設

定する必要があります。

ステップ 7 Device Manager で [Sessions] タブをクリックし、トラフィック（入力）の宛先および発信元が正しい

ことを確認します。

注意 Management Mode（MNM）では、Cisco Traffic Analyzer と PAA-2 を併用しないでください。

『Cisco MDS 9000 Family Port Analyzer Adapter 2 Installation and Configuration Note』を参照して

ください。

Windows ワークステーションに Cisco Traffic Analyzer をインストールする手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ブラウザを開き、次に示す Web サイトに進み、Cisco Traffic Analyzer を使用できる Web ページにア

クセスします。
http://cisco.com/cgi-bin/tablebuild.pl/mds-fm

ステップ 2 ntop-win32.zip をダウンロードして、ワークステーションに保存します。

ステップ 3 ダウンロードされたファイルを解凍します。

（注） Microsoft Windows システムで Cisco Traffic Analyzer を使用するには、WinPcap ライブラリ 
ファイルが必要です。このファイルは次の Web サイトからダウンロードできます。
http://winpcap.polito.it/

ステップ 4 コマンド プロンプトを開いて、ディレクトリを ntop のインストール ディレクトリに移動します。

ステップ 5 ntop -i を入力するか、または次のステップに従って ntop を Windows のサービスとしてインストールし

ます。

a. ntop /i を入力して、ntop をサービスとしてインストールします。

b. [Start] > [Programs] > [Administrative Tools] > [Services] を選択して、Windows のサービス パネ

ルにアクセスします。

c. [ntop] を右クリックして、[properties] を選択します。[Properties] ダイアログボックスが表示され

ます。

d. Start Parameters を -i interface number に設定します。interface number は PAA-2 に接続された

ワークステーションのインターフェイスの番号です。
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e. [Start] をクリックして、このインターフェイス上で ntop を開始します。

（注） PAA-2 に接続されたインターフェイスを変更しないかぎり、 以降に ntop サービスを再起動する

場合、-i オプションの設定は不要です。

ステップ 6 PAA-2 のファイバ チャネル ポートがスイッチの SD ポートに接続されているか確認します（図 9-2）。

ステップ 7 PAA-2 のイーサネット ポートが、Cisco Traffic Analyzer が稼働しているワークステーションに接続さ

れているか確認します。

ステップ 8 Device Manager で [Interfaces] > [SPAN] をクリックし、目的のスイッチ ポートに SPAN を設定しま

す。

ステップ 9 Device Manager で [Sources] タブをクリックし、PAA-2 に接続されたファイバ チャネル ポートが SD 
ポートとして設定されているか確認します。宛先インターフェイスのポート モードを SD に設定する

必要があります。

ステップ 10 Device Manager で [Sessions] タブをクリックし、トラフィック（入力）の宛先および発信元が正しい

ことを確認します。

ヒント ntop を起動するスクリプト（ntop.sh または ntop.bat）を変更するには、スクリプト ファイルに記載さ

れた手順に従います。ファイルを変更する前に、元のスクリプトのバックアップを作成してください。

- Linux プラットフォームでは、シェル スクリプト パスを使用します。ntop の出力は Syslog ファイル

（デフォルトでは /var/log/messages）に送信されます。

- Windows プラットフォームでは、バッチ ファイルを使用します。ntop の出力は、ntop の起動元ディ

レクトリと同じディレクトリにあるファイルに送信されます。

Fabric Manager Web Server からの Traffic Analyzer へ
のアクセス

Fabric Manager は、ファブリック内に設定された Traffic Analyzer および SPAN ポートのインスタンス

検出をサポートしています。

Fabric Manager Web Server は、次に示す Traffic Analyzer 統合機能をサポートしています。

• SCSI I/O Traffic Analyzer ページを Web クライアント内で表示できます。

• Traffic Analyzer を Performance Manager とは異なるサーバ上に置くことができます。

• Performance Manager を、Traffic Analyzer が稼働する複数のサーバと統合できます。

• Traffic Analyzer サーバのインスタンスを Fabric Manager Server で検出できます。

• Web クライアントのレポートには、SPAN 宛先ポートおよび Traffic Analyzer との関連付けが一覧

表示されます。

Fabric Manager Web Server を使用して、ファブリックで稼働している Traffic Analyzer のインスタン

スにアクセスする手順は、次のとおりです。
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ステップ 1 [Performance] タブを選択してから、[Traffic Analyzer] タブを選択します。

ファブリック内のすべての SPAN 宛先ポートおよび設定されている Traffic Analyzer のサマリー テー

ブルが表示されます（図 9-3 を参照）。送信元のカラムには、SPAN 宛先ポートによって監視されてい

るポートが表示されます。

図 9-3 Fabric Manager Web Server での Traffic Analyzer

ステップ 2 [Traffic Analyzer] をクリックすると、Fabric Manager Web Server 内でその Traffic Analyzer が起動し

ます。

Fabric Manager Web Server を使用して、ファブリックで稼働している Traffic Analyzer のインスタン

スを再検出する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 [Performance] > [Traffic Analyzer] を選択します。

ファブリック内のすべての SPAN 宛先ポートおよび設定されている Traffic Analyzer のサマリー テー

ブルが表示されます（図 9-4 を参照）。
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図 9-4 Fabric Manager Web Server での Traffic Analyzer

ステップ 2 ナビゲーション バーで、Traffic Analyzer のインスタンスを再検出するファブリックまたは VSAN に
移動します。

ステップ 3 [Analyzers on Subnet] を検出するサブネットに設定します。

ステップ 4 [Discover] をクリックすると、選択したファブリックまたは VSAN およびサブネット内で Traffic 
Analyzer のインスタンスが検出されます。
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